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１．研究の概要 

テレビが 20 世紀最大のメディア装置として

我々の生活のあらゆる場面に影響を及ぼしてき

た背景には,テレビが持つ拘束力の強い「~なが

ら視聴」のメカニズムの機能にある．視聴者は,

意識的／主体的にならなくても,テレビのスイッ

チを入れるだけで,一方的に流れてくる映像を見

続けることができる．近年,テレビに代わるメデ

ィアとしてインターネットの動画配信サービス

であるが,このようなテレビが持つ即効性にはま

だ対抗できていない．テレビが「スイッチひと

つ」という無意識的な一動作だけで無限に映像

を閲覧し続けることができるのに対しインター

ネットの場合は,必ず「検索」という主体的で意

識的な動作を伴うからである．そのようなイン

ターネット動画配信システムの持つ制約を克服

しつつ,テレビに代わる拘束力,すなわち情報伝

達装置としての機能を持つポスト・テレビシス

テムを提案し,試作した． 
  

２． システムの概要 

友人関係が趣味や感性の共有によるものが多

いことに着目し,本システムでは,チャンネル作

成を他のユーザーが閲覧しているリアルタイム

な映像情報に基づいて行う（図１）．  

 

 
図１．試作システムの実行画面 
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通常の動画配信サイトのように,検索して目的と

する動画の閲覧をするだけではなく,形成したユ

ーザコミュニティ内でユーザー同士が「現在自

分の見ている映像」を共有することができる． 
  

３． システムの設計メカニズム 

HTML5,CSS3,JavaScript,Perl による CGI を用

いた Ajax で試作した．プロトタイプでは利用す

る映像ソースとして YouTube を利用する．映像

の再生には YouTube API を読み込み,JavaScript

により制御する．また,ユーザーはそれぞれ自分

の ID を作成し,事前に登録したフレンドリスト

（ユーザコミュニティ）を用いて本システムを

利用する．不必要なスクロールを防ぐため,960

×640 ピクセル以上,1920×1080 ピクセルの範囲

の表示画面ならば,そのサイズに合わせ全体に表

示する．ログイン時やチャット投稿・URL の入力

を除き,ほとんどの機能をマウスによる操作のみ

で利用が可能である． 

左中央のメイン画面は,自分が現在視聴してい

る映像および音声である．当該映像の再生と同

時に,その映像に関するコミュニケーショングル

ープに参加し,画面下部にある簡易チャットによ

るコミュニケーションをとることが出来る．映

像はコミュニケーショングループに参加してい

るユーザーと常に同期する．そのため早送りや

巻き戻し,一時停止などの再生制御はユーザーが

一方的に行うことはできない．現在のシステム

では当該映像の再生が終了すると自動的に頭出

しされ,再度再生を開始する設定となっている． 

右画面では,他のユーザーがそれぞれメイン画

面で視聴している映像がリアルタイムに再生・

表示される（サブ画面）．ここで表示されてい

るリストの【見る】ボタンを押すことにより,メ

イン画面に対象ユーザーのサブ画面と同じ映像

がリアルタイムに共有され,再生される．それと

同時に,同じコミュニケーショングループに参加

する．また【呼ぶ】ボタンを押し,特定のユーザ

ーに対しメイン画面の映像を推薦することも可

能である．薦められたユーザーには,簡易チャッ

ト上に強調された文字で表示される．この文字

にマウスオーバーをすることでプレビュー画面

がポップアップし,クリックすることで【見る】

を行ったことと同様の処理となる．ログイン時

には表示されるメイン画面の映像は,他ユーザー
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が視聴している映像からランダムに選ばれる．

メイン画面の映像の変更は,主に他ユーザー映像

の【見る】で行うが,好みの動画を発見できない

場合は任意の YouTube 動画のアドレスを入力し

てメイン画面映像の変更およびコミュニケーシ

ョングループの新設を行うことができる．メイ

ン画面の映像の公開範囲の制限も可能である． 
  

４．データ送受信のメカニズム 

本システムでは,他のユーザーとの同期のため

に 1 秒ごとにサーバーに接続する．他のユーザ

ーの名前・動画・再生時間・コミュニケーショ

ングループの ID・ログイン状態・公開範囲,チャ

ットのログ・メンバーリスト,推薦情報の受信を

行っている（図２）． 
 

 
図２ 同期のために送受信されるデータ 

  

データの送受信には,クエリを用いた送信およ

び XML を用いた受信を CGI を介して行っている．

また,新規コミュニケーショングループの作成,

【見る】による映像の変更,【呼ぶ】による推薦,

チャットへの投稿,ログアウト,公開範囲の変更

を行ったときにデータの送受信を行う．サーバ

ー側には,各ユーザーID,各コミュニケーション

グループにファイルを作成しデータを保有する．

ユーザーID 別のファイルには,パスワード,登録

ユーザーリスト,参加コミュニケーショングルー

プ,ログイン状態,公開範囲,推薦情報を記録する．

コミュニケーショングループ別のファイルには,

動画 URL,グループ作成時刻,チャットメンバーリ

スト,チャットログが記録される．サブ画面は,

同期のための通信で得た情報を元に常に確認・

修正が行われている．確認は,コミュニケーショ

ン ID,再生時間について行い,差が発生したとき

に再生しているサブ画面を修正する．この再生

時間はコミュニケーショングループの作成時刻

とアクセス時刻の差から算出した値とする．ま

た,ログイン状態が変更した場合,そのユーザー

の表示部分を DOM 操作により親エレメントを変

更し,表示される場所を変え,動画の表示・非表

示を変更する（図３）．公開範囲の変更した場

合は,その範囲の条件に当てはまるか否かにより

動画の表示・非表示のみ変更する． 
  
 

 
図３ 他ユーザー公開範囲による表示の変更 

  
 

５．まとめ 

本システムでは,いわゆる「テレビ放送」の視

聴とは異なるアプローチでの映像娯楽システム

を提案し,プロトタイプシステムを試作した．ま

た,従来のインターネット動画視聴では,キーワ

ードによる直接的な関連性のみの一覧からしか

希望する映像を選択することができなかったが,

本システムではフレンドリストユーザー達が閲

覧している映像をリアルタイムに共有しつつ,そ

こから直接選択することができる．そのため現

在自分が見ている映像と関連性が薄い映像でも

常に容易に選択できる． 

本研究の試みは,単にテレビ放送の代替として

の映像視聴システムの構築にとどまらず,既存の

映像共有サイト／動画配信サービスとも異なる

アプローチから,新しい映像娯楽システムを提案

する．現段階では,YouTube を利用した映像閲覧

に限定した共有システムとしたが,閲覧可能なコ

ンテンツは YouTube はもとより,映像にも限らな

い．画像や Web サイト,テキストファイルに対応

させ,総合的な受動コンテンツの共有・コミュニ

ケーションシステムといったポータルデスクト

ップ的な展開も期待できる． 
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